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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期
第３四半期
連結累計期間

第43期
第３四半期
連結累計期間

第42期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 （千円） 6,476,359 6,403,970  9,699,915

経常利益又は経常損失（△） （千円）  △124,716  △508,071  219,660

四半期（当期）純利益又は

四半期純損失（△）
（千円）  △86,269  △207,378  74,177

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △95,902 △226,230 57,404

純資産額 （千円）  7,456,261  7,389,963 7,609,568

総資産額 （千円）  9,819,218  10,934,166 10,256,610

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は四半期純損失金額

（△）

（円）  △24.66  △59.27 21.20

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） ─ ─ ─

自己資本比率 （％）  75.4  67.2 73.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円）  △425,398  539,307 △297,234

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円）  △824,560  △407,407 △1,164,846

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円）  46,935  669,871 126,935

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円）  610,766  1,354,590 482,714

　

回次
第42期
第３四半期
連結会計期間

第43期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又

は四半期純損失金額（△）
（円）  △18.44  △51.44

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

        ３　第42期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　　

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５　四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。
 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要等により製造業を中心として緩

やかな回復傾向も見られましたが、設備投資の回復までには至っておらず、海外景気の下振れ懸念、為替相場の高止

まりや電力供給の制約等、景気の先行きは依然として不透明な状況と見受けられます。 

　情報サービス業界におきましては、東日本大震災の影響もあり災害対応や事業継続関連ビジネスに持ち直しの傾

向も見られましたが、ソフトウェア等に対する企業の設備投資は横ばいの状況にあり、引き続き厳しい状況が続く

ものと予想されます。

　このような状況の中、当社ではガス、製造業、文教市場向けビジネスがそれぞれ堅調に推移いたしました。その結

果、売上高は6,403,970千円（前年同期は6,476,359千円）となりました。

　利益面においては、引続き経費削減を進めましたが、システム開発案件の一部稼動延期等により営業利益は

△518,795千円（前年同期は△160,602千円）、経常利益は△508,071千円（前年同期は△124,716千円）、当四半期

純利益は△207,378千円（前年同期は△86,269千円）となりました。

　セグメントごとの業績を示すと、次のとおりです。

（公共事業セグメント）

　公共事業セグメントでは、機器販売やソフトウェアプロダクト販売が堅調に推移いたしましたが、主に受託計算

サービスが減少したこと等により、売上高は3,365,377千円（前年同期は3,498,368千円）、セグメント利益は、△

75,492千円（前年同期は462,176千円）となりました。

（民間事業セグメント）

　民間事業セグメントでは、コンサルティングサービス、データセンターを利用した運用サービスが堅調に推移した

結果、売上高は3,038,592千円（前年同期は2,977,990千円）、セグメント利益は166,851千円（前年同期は130,146

千円）となりました。

　なお、第１四半期連結累計期間より、当社子会社である㈱両毛データセンターについて、重要性が増したため連結

の範囲に含めております。
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(2) 財政状態の分析

（流動資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は5,375,288千円となり、前連結会計年度末に比べ794,783

千円の増加となりました。これは主に、短期借入金の返済や無形固定資産の開発投資等の減少要因がありましたが、

長期借入金の調達等の増加によるものであります。

（固定資産）

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は5,558,877千円となり、前連結会計年度末に比べ117,227

千円の減少となりました。これは主に、開発投資によりソフトウェア仮勘定が増加しましたが、投資有価証券の一部

を流動資産に振替えた事等によるものであります。

（流動負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は1,723,923千円となり、前連結会計年度末に比べ73,521千

円の減少となりました。これは主に、短期借入金が減少した事等によるものであります。

（固定負債）

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は1,820,279千円となり、前連結会計年度末に比べ970,682

千円の増加となりました。これは主に、長期借入金が増加した事等によるものであります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は7,389,963千円となり、前連結会計年度末に比べ219,605千

円の減少となりました。これは主に、四半期純利益が△207,378千円となったことにより利益剰余金が減少した事等

によるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

801,771千円増加し、また、第１四半期連結累計期間より、㈱両毛データセンターについて、重要性が増したため連結

の範囲に含めた事に伴い、資金が70,103千円増加し1,354,590千円となりました。

　当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の増加及び税金等調整前四半期純利益の減少等の減少要因が

ありましたが、売上債権の回収や無形固定資産償却費の増加等の増加要因により539,307千円の収入（前年同期は

425,398千円の支出）となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、開発投資による無形固定資産の増加等により407,407千円（前年同期比△

417,153千円）の支出となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済がありましたが、長期借入れによる収入等により

669,871千円（前年同期比＋622,936千円）の収入となりました。　

　 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は21,799千円であります。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月８日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 3,510,000  3,510,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株　

計  3,510,000　  3,510,000 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
─ 3,510,000 ─ 1,966,900 ─ 2,453,650

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社両毛システムズ(E04855)

四半期報告書

 5/19



(7) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　11,000 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 　3,497,400  34,974 ―

単元未満株式 普通株式 　　　1,600 ― ―

発行済株式総数  3,510,000 ― ―

総株主の議決権 ―  34,974 ―

 

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

株式会社両毛システムズ
群馬県桐生市広沢町三丁目

4025番地
 11,000 ―  11,000  0.31

計 ―  11,000 ―  11,000  0.31

　 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。　

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新宿監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】　
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 663,759 713,212

受取手形及び売掛金 1,929,407 835,973

有価証券 256,719 400,198

たな卸資産 ※1
 421,118

※1
 1,103,891

その他 1,309,876 2,322,422

貸倒引当金 △376 △409

流動資産合計 4,580,505 5,375,288

固定資産

有形固定資産 878,200 970,810

無形固定資産

ソフトウエア 2,851,248 2,570,009

ソフトウエア仮勘定 87,907 594,298

その他 158,139 157,945

無形固定資産合計 3,097,294 3,322,253

投資その他の資産 1,700,609 1,265,814

固定資産合計 5,676,105 5,558,877

資産合計 10,256,610 10,934,166

負債の部

流動負債

買掛金 547,923 440,906

短期借入金 280,000 －

未払法人税等 16,077 14,997

賞与引当金 210,692 217,072

受注損失引当金 47,144 121,340

その他 695,606 929,606

流動負債合計 1,797,444 1,723,923

固定負債

長期借入金 － 884,200

その他 849,596 936,079

固定負債合計 849,596 1,820,279

負債合計 2,647,041 3,544,203

純資産の部

株主資本

資本金 1,966,900 1,966,900

資本剰余金 2,453,650 2,453,650

利益剰余金 3,161,500 2,962,172

自己株式 △8,513 △8,513

株主資本合計 7,573,536 7,374,209

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △12,624 △31,143

その他の包括利益累計額合計 △12,624 △31,143

少数株主持分 48,656 46,897

純資産合計 7,609,568 7,389,963

負債純資産合計 10,256,610 10,934,166
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 6,476,359 6,403,970

売上原価 5,208,600 5,659,257

売上総利益 1,267,758 744,712

販売費及び一般管理費

給料及び手当 629,498 605,823

賞与引当金繰入額 60,888 99,478

その他 737,973 558,206

販売費及び一般管理費合計 1,428,360 1,263,508

営業利益又は営業損失（△） △160,602 △518,795

営業外収益

受取利息 14,169 7,967

受取配当金 7,667 7,573

受取賃貸料 147,950 8,952

その他 19,366 25,202

営業外収益合計 189,154 49,695

営業外費用

支払利息 685 3,727

賃貸収入原価 141,302 3,628

その他 11,280 31,615

営業外費用合計 153,268 38,971

経常利益又は経常損失（△） △124,716 △508,071

特別利益

固定資産売却益 81 120

その他 0 －

特別利益合計 81 120

特別損失

固定資産売却損 521 183

固定資産除却損 855 2,740

投資有価証券評価損 17,727 －

過年度損益修正損 7,652 －

特別損失合計 26,756 2,924

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△151,391 △510,875

法人税等 △67,381 △303,164

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△84,009 △207,711

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2,259 △333

四半期純利益又は四半期純損失（△） △86,269 △207,378
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△84,009 △207,711

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △11,892 △18,518

その他の包括利益合計 △11,892 △18,518

四半期包括利益 △95,902 △226,230

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △98,161 △225,897

少数株主に係る四半期包括利益 2,259 △333
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△151,391 △510,875

減価償却費 98,548 117,650

無形固定資産償却費 54,921 486,275

前払年金費用の増減額（△は増加） 68,235 57,896

賞与引当金の増減額（△は減少） △77,222 △6,021

受注損失引当金の増減額（△は減少） 7,214 74,196

貸倒引当金の増減額（△は減少） △275 △295

受取利息及び受取配当金 △21,836 △15,540

投資有価証券評価損益（△は益） 17,727 －

支払利息 685 3,727

為替差損益（△は益） △76 81

固定資産売却損益（△は益） 439 63

固定資産除却損 855 2,740

売上債権の増減額（△は増加） 759,089 1,054,038

たな卸資産の増減額（△は増加） △442,783 △682,772

その他の流動資産の増減額（△は増加） △311,320 △6,773

仕入債務の増減額（△は減少） △472,105 △170,479

未払費用の増減額（△は減少） △9,112 4,302

その他の流動負債の増減額（△は減少） 162,009 86,628

その他の固定負債の増減額（△は減少） 151,740 30,929

小計 △164,659 525,771

利息及び配当金の受取額 25,348 18,257

利息の支払額 △753 △5,370

法人税等の支払額 △285,333 649

営業活動によるキャッシュ・フロー △425,398 539,307

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △180,000 △170,000

定期預金の払戻による収入 180,000 172,000

有価証券の取得による支出 △16,007 －

有価証券の売却による収入 300,000 256,000

投資有価証券の取得による支出 △108 △4,611

投資有価証券の売却による収入 － 70,000

投資その他の資産の増減額（△は増加） 15,411 10,395

有形固定資産の取得による支出 △91,065 △41,748

無形固定資産の取得による支出 △1,032,791 △699,443

投資活動によるキャッシュ・フロー △824,560 △407,407
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 120,000 △280,000

長期借入れによる収入 － 1,000,000

リース債務の返済による支出 － △6,892

自己株式の取得による支出 △36 －

配当金の支払額 △69,980 △41,987

少数株主への配当金の支払額 △3,048 △1,248

財務活動によるキャッシュ・フロー 46,935 669,871

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,203,024 801,771

現金及び現金同等物の期首残高 1,813,790 482,714

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 70,103

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 610,766

※1
 1,354,590
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

 １　連結の範囲の重要な変更

　　第１四半期連結会計期間より、㈱両毛データセンターは重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
 
 

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日 
 至　平成23年12月31日）

 １　税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用

しております。　

　なお、「法人税等調整額」は、「法人税等」に含めて表示しております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。 ※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

仕掛品 414,622千円

原材料及び貯蔵品 6,496千円

仕掛品 1,093,841千円

原材料及び貯蔵品 10,049千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 789,816千円

有価証券 266,604千円

計 1,056,421千円

預入期間が３か月超の定期預金 △180,000千円

預入期間が３か月超の有価証券 △265,654千円

現金及び現金同等物 610,766千円

現金及び預金 713,212千円

有価証券 400,198千円

その他　 621,378千円　

計 1,734,788千円

預入期間が３か月超の定期預金 △180,000千円

預入期間が３か月超の有価証券 △200,198千円

現金及び現金同等物 1,354,590千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　１　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月11日

取締役会
普通株式 69,980 20平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

 

　２　株主資本の著しい変動に関する事項

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　１　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月10日

取締役会
普通株式 41,987 12平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金

 

　２　株主資本の著しい変動に関する事項

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

 
報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

公共事業 民間事業

売上高      

外部顧客への売上高 3,499,507　 2,976,8516,476,359    ― 6,476,359

セグメント間の内部売上高又

は振替高
△1,138　 1,138     ―     ―     ―

計 3,498,368　 2,977,9906,476,359    ― 6,476,359

セグメント利益 462,176　 130,146592,322△752,924△160,602

（注）１　セグメント利益の調整額△752,924千円には、各報告セグメントに配分していない製造補助部門費

　　　　　△136,410千円及び全社費用△616,514千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

　　　　　属しない一般管理費であります。　

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

 
報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

公共事業 民間事業

売上高      

外部顧客への売上高 3,365,377　 3,038,5926,403,970    ― 6,403,970

セグメント間の内部売上高又

は振替高
    ―　     ―     ―     ―     ―

計 3,365,377　 3,038,5926,403,970    ― 6,403,970

セグメント利益又は損失(△) △75,492　 166,851 91,358△610,154△518,795

（注）１　セグメント利益の調整額△610,154千円には、各報告セグメントに配分していない製造補助部門費

　　　　　△190,958千円及び全社費用△419,195千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

　　　　　属しない一般管理費であります。　

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

　該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失

金額（△）（円）
△24.66 △59.27

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額

（△）（千円）
△86,269 △207,378

普通株主に帰属しない金額（千円）     ―     ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（千円）
△86,269 △207,378

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,498 3,498

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成24年２月６日

株式会社　両毛システムズ

取締役会　御中

 

新宿監査法人

 

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 田　　中　　信　　行　　㊞

 

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 壬　　生　　米　　秋　　㊞

 

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社両毛シス

テムズの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日か

ら平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社両毛システムズ及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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